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１. 取組名 

  「ライフクリエイトコース」における地域貢献プロジェクト 

      高校生から元気発信！～地域貢献活動を通した人づくり～ 

２. 活動内容 

【目的】地域貢献活動を通して、自分と立場の異なる人や動物とふれあい、人としてのあり方や命 

の大切さを真剣に考え、将来を創造する力と実践する力を養い、地域に活力を与える人材を育成。 

【活動内容】 

〇うだ・アニマルパークでの飼育体験実習では、事前にスタッフによる講義「命の教育」をしていた

だき、動物の飼育体験実習に臨んだ。 

〇大宇陀特別養護老人ホームラガールでは、リハビリを目的に、工夫をこらしたレクリエーションを

考え実践した。 

○奈良東病院グループでの介護体験実習では、介護スタッフの方に講演を依頼して事前学習を行い、

実習では介護の技術を学びながら高齢者の方々の介護を体験した。 

○大宇陀こども園での幼児交流実習では、手作りのおもちゃや絵本を使って、幼児との交流を行った。 

〇ケア帽子（医療用帽子）製作・贈呈活動として、癌などの病気が原因で脱毛された患者様へ手作り

タオル地帽子を製作し、済生会中和病院に贈呈し、地域貢献を行った。 

○万能カフ(自助具)制作・贈呈活動として、病気が原因で手が不自由な方へ手作りの補助バンドを製

作し、大宇陀特別養護老人ホームラガールに贈呈し、地域貢献を行った。 

○「命とくらし」新聞を作成し、地域での活動を振り返るとともに地域に配布し、情報発信を行った。  

 

 

 

 

 

  

 

ケア帽子贈呈                   万能カフ贈呈 

（済生会中和病院）               （老人ホームラガール）  

 

３. 成果と課題 

○地域貢献活動の体験をすることで、自他敬愛の精神やコミュニケーション能力、問題解決力等が身

につき、豊かな人間形成を育んでいる。 

○多くの人とふれあう体験は、進路選択にも影響を与え、キャリア教育も効果的に進めることができ

る。 

○高校生たちが地域と関わることで、若いエネルギーが町の活性化に貢献できている。 

○限られた予算の中で充実した活動にする為には、材料の購入等に更に工夫が必要である。 


